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安心・安全な物づくりを目指して

消費者の皆様へ安全・安心の製品をお届けすることが第一

食品の機能成分を最大限に引き出す特許製法
「ネギ属植物処理物（特許第3725079号）」

「記憶障害改善作用を有する組成物
（特許第4139677）」

「製品の信頼性を高める」

製薬会社、食品加工会社との連携によって、食品GMP適合認
 定工場における製造・加工を行うことで、品質管理・安全性確

 保に努める
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Agri-eco industry の実現を目指して

北海道の素材が持つ力を最大限に引き出し、真に健康
 づくりに役立つ製品を、北海道の地から発信する

北方冷涼地における希少野草や特徴的な野菜の栽
 培試験から機能性の研究、機能性を実現するため

 の加工法、実際の製品開発から販売までと、一次
 産業（生産）、二次産業（加工）、三次産業（流通）を
 一貫して行うアグリ・エコ

 
インダストリー（農業生態

 産業）の確立を目指す

「伝承と科学の融合」
≪エビデンスの重要性≫
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北海道大学名誉教授

冨田 房男

北海道大学教授

浅野 行蔵

㈲植物育種研究所代表取締役

岡本 大作

㈱バイオイミュランス代表取締役

富樫 裕二

※協力

北海道立食品加工研究センタ-

【技術顧問団】

技術顧問団の設置



BIO DO㈱北海道バイオインダストリー

BIO DO

一次機能（＝栄養機能）

生命現象を営むために必要不可欠なエネルギー源や

生体構成成分の補給に必要な食品成分としての機能

二次機能（＝味覚・感覚機能
 

）

食品自体あるいは食品成分が生体の感覚器に影響を

及ぼすことにより、発現する嗜好特性（感覚機能）

三次機能（＝生体調節機能 ）

食品自体あるいは食品成分が病気の予防や健康の

維持増進など、生体の体調を整える機能

食品の機能性とは



BIO DO㈱北海道バイオインダストリー

BIO DO

修行僧である行者たちが、厳しい修行に打ち克つため食べていた。

（ユリ科ネギ属の多年草）

近年、ギョウジャニンニクの科学的な研究が進められ、心臓疾患や脳血
管障害の原因といわれるドロドロ血液（血小板の凝集）を抑え、血栓を予
防し、血管が詰まらないようにする効果がネギ属の中でもズバ抜けて高

 いことが報告されている。

ギョウジャニンニク

三次機能に特化した機能食品の開発
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『硫化アリル』
■生体内抗酸化活性

血液中の脂（あぶら）の酸化を防ぐ

■血栓溶解作用
血管壁に付着した血小板の塊を取り除く

■脂肪燃焼効果
内臓脂肪の燃焼を活性化

『ビニルジチイン』･･･血小板凝集阻害活性

『アホエン』･･･血栓予防

ギョウジャニンニクに含まれる機能成分
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ギョウジャニンニク活用事例
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ヤーコン芋
 （フラクトオリゴ糖）

ヤーコン葉
 （ジカフェオイルキナ酸）

ヤーコン活用事例
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北海道は、全国のタマネギ生産量の60％を生産北海道は、全国のタマネギ生産量の60％を生産

タマネギの機能食品としての事業展開

タマネギの機能食品としての市場イメージ

・血液サラサラ
・抗酸化
・糖尿病に良い

 
等

※ただし、タマネギ自体に機能性イメージが
定着しているため、食卓にならぶタマネギとの
差別化が必要

機能性食品の原料として安定した品質の物を開発することが可能
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バイオラショナルコントロール
Bio-rational Control

ネギ属植物
（含硫アミノ酸）

R(R' ) S CH2CHCOOH

O

NH2

酵素Ｃ-Ｓ
リアーゼ

（温度、ｐＨ
依存）

アリシン様物質
（チオスルフィネート類）

R S S R(R' )

O

揮発性含硫化合物

（トリスルフィド類、
硫化アルケニル、

セパエンなど）

熱化学反応

（温度、時間
依存）

生物合理性制御＝植物の生体防御機構を加工に応用

■『ネギ属植物処理物』(特許第3725079号)

■『記憶障害改善作用を有する組成物』(特許第4139677号)

差別化のための特許戦略
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特許活用事例（自社商品）
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特許活用事例（外部採用例①）
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特許活用事例（外部採用例②）
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医薬品
一般食品
健康食品

保健機能食品
特定保健用食品
栄養機能食品

コンディショニングフーズ

薬事法

食の機能性
一次機能
二次機能
三次機能

コンディショニングフーズ
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コンディショニングフーズの役割
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生活習慣病はその人の暮らし方の結果ですが、ほとんどは『過食、偏食、欠食』が原因と思われます。そ

 
れに運動不足や睡眠不足が重なるとほぼ決定的です。身体的な健康は「食事」「運動」「休養」のバランス、

 
心の健康は「楽しむ」「学ぶ」「交流する」ことによって支えられています。健康を維持するために必要な要

 
素は様々です。自身の身体と心のバランスを快適に保つこと、それがコンディショニングフーズによる「健

 
康フィットプラン」です。

特許第3925502号「植物性乳酸菌ホッカイドウ株と発酵豆乳」

コンディショニングフーズ開発例
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○自社としての特許流通（技術移転）のメリット

１）自社製品（機能性のある健康食品）の付加価値
アップ

･･･健康に良い素材の導入、エビデンスの裏づけ

２）研究開発費の節約
･･･素材の探索費用、素材からエビデンス取得まで

の費用等

３）研究開発期間の短縮
･･･商品開発に長い時間をかけられない。

ライセンスインに至る経緯①
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○自社としての取組み背景

１）自社の斎藤取締役が、研修員として一時、特許
許諾先の道立食品加工研究センターに出向して
いた。

２）既にHOKKAIDO株を使用し、関連会社ハマ（株）が
チーズケーキ（「ＨＡ−ＲＵ」）をH19.8より販売していた。

※既に、HOKKAIDO株の良さを知っていた。
⇒導入には、違和感がなかった。

ライセンスインに至る経緯②
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３）新規事業立ち上げが命題

会社のコンセプトである商品開発には、中間を
通しての商品開発より、

 
HOKKAIDO株の特許を

直接許諾するという方針を取ったこと。

（この時期に、熊谷ADから特許紹介があった。）

※会社の方針
⇒人の健康に良い新たな機能性を付加した食品

（新商品）の開発
・

 
商標：“スポーツスイーツ”の取得

ライセンスインに至る経緯③
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１）会社としては、最初にコンディショニングスイーツ
“ＨＡ−ＲＵ”を開発し、販売している実績があった。

２）会社の方針（機能性のある健康食品の開発）
本格的に開発を行い、
このほど新商品の開発にこぎつけた。

３）売り上げ規模
“ＨＡ−ＲＵ”を中心とした商品⇒3千万円/年間
“新商品”⇒5千万円/年間を目指している。

事業化に向けて
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４）今後の課題

・販売拡大
・更なる新商品開発

⇒ ＡＩＲ ＤＯ
 

ＢＩＯ ＤＯ
 

ＣＡＲＥ ＤＯ
（Ａ・Ｂ・Ｃの完成に向けて）

※
 

現在、この他にも、健康に良いといわれている
素材を活用した商品開発の技術移転を検討中
である。

事業化に向けて



BIO DO㈱北海道バイオインダストリー

BIO DO

水無しでいつでもどこでもサッと摂取することが可能なヤーコン顆粒

北海道の未利用資源活用による整腸作用等を有する高機能発酵青汁の加工技術開発

特定研究開発等計画に係る認定（北海道経済産業局）

平成21年度

 

農林水産省生産局

 

新需要創造フロンティア育成事業
「ヤーコンの機能性に着目した商品の提案及び新需要創造協議会の育成

今後の展開
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リスクが少ない技術導入

１．販売予測が可能

２．設備投資が少ない

３．自社の守備範囲を拡大できるもの
 （新規分野ではない）

（営業力、技術力に合ったもの）

４．ロイヤリティーが安い
（ランニングロイヤリティー

BIO
 

ＤＯの技術導入の考え方



BIO DO㈱北海道バイオインダストリー

BIO DO

登録商標
 

⇒
 

市場を想定した製品開発

◆スポーツスイーツ

◆スポーツ青汁

◆ビオアロニア

◆

特許と連動したブランド展開

◆特許技術

◆特許成分

製品
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ご清聴ありがとうございました
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